
IoT と機械学習で設備予知保全システムを構築
AWS 活用により、従来の手法と比較して
97% のコスト削減を実現し、耐障害性も向上

お客様導入事例：製造業

KYB 株式会社

データ活用による工場設備の
予知保全システム構築を着想

油圧技術を核にした製品を国内外に展開す
る KYB は、自動車やオートバイのショック
アブソーバー、鉄道のサスペンションシス
テム、建設機械用のシリンダーなどの製造
／販売を行っています。
デジタルトランスフォーメーション（DX）
に取り組む同社は、データ活用によってよ
り良いモノづくりに貢献する IoT プラット
フォームを構築しました。「AI/ML、IoT など
のデジタル技術を活用したいというニーズ
が増え、社内データを一元管理する仕組み
が必要だと考えました」と語るのは、同社 
DX 推進部の大内田俊氏です。
IoT や機械学習におけるクラウドの活用は、
2017 年ごろから工場などの設備機器の予
知保全システムの実証実験として始まりま
した（ステップ 1）。KYB は国内外に生産／
製造拠点を持ち、工場によっては数千台も
の生産設備が稼働しています。保全担当者
のメンテナンス作業の負荷軽減に向け、予
知保全を仕組み化することにしました。
DX 推進部の齊藤雄太氏は「設備機器に取り
付けたセンサーからデータを収集・分析して、
それを現場の担当者に通知する仕組みを構
築するにあたり、クラウドを検討しました。そ
の中でも IoT 関連サービスが充実し、開発者
コミュニティが活発で、日本語のドキュメント
が豊富な AWS を選択しました」と語ります。
同社は AWS を活用して設備機器の異常検
知ができることを確認した上で、専門知識
を備えたパートナーを探します。相談した
パートナーの中から選んだのは伊藤忠テク
ノソリューションズ株式会社（CTC）でした。

「当初から工場の設備を見ていただき、親身
に相談ができたことと、コストパフォーマ
ンスに優れた提案書に加え、オプションに
関する構成提案も評価しました」（齊藤氏）

クラウドネイティブな
IoT プラットフォームを構築

CTC をパートナーに迎えた予知保全シス
テムの開発は、2019 年 3 月から本格的な
プロジェクトに移行（ステップ 2）。同年 8 
月には、KYB 社内の製品・生産の 2 領域の
エンジニアを中心に招集した、DX 推進部
が新設されました。
ステップ 2 で構築した予知保全システムは、
工場側の端末で一次判定をする短期の故障
判定と、クラウド側で最終判定を行う長期
の故障判定を組み合わせたものになりまし
た。短期の故障判定は AWS IoT Greengrass 
を活用し、センサーから得た情報を推論に
よって判断。そこから得たデータをクラウ
ド側の AWS IoT Core を通じて Amazon S3 
に保存し、さらに Amazon Athena を経て 
Tableau ダッシュボードによる可視化を行
います。保存したデータを AWS Lambda 
や AWS Step Functions によって適切に処
理した後、Amazon SageMaker にて展開さ
れている機械学習モデルによって長期の故
障判定を実施。異常が検知されると、担当者
に通知します。
本ステップで構築したシステムは特定の設
備に特化したものだったため、KYB の他の
設備にも展開できることを目指したシステ
ム改善を進めました。「固有の AI モデルを
用いた判定が必要なことにより他の設備へ
の提供に数か月かかる点や、振動センサー

に特化しておりセンサー追加／変更に柔軟
に対応できない点、そしてシステム全体の
監視や運用体制が不十分であった点を見直
す必要がありました」と、DX 推進部の菊池
貴好氏は語ります。
ステップ 3 に進んだ予知保全システム開
発では、特定のセンサーや機器に特化せず、
汎用的なモデルを自動学習する学習パイプ
ラインを追加し、AWS Lambda や AWS 
Step Functions を採用。十分な速度が出な
かった Tableau ダッシュボードも、Amazon 
Aurora によるデータベース連携の仕組み
に変更することで大幅に改善されました。
また、ステップ 2 では AWS IoT Greengrass 
を使用していましたが、予知保全というタ
スクにおいてリアルタイム性はそこまで求
められないため、クラウド側に処理を集約
し、スケールしやすくコスト低減を図った
アーキテクチャに変更しています。
AWS の多様なサービスから最適な選択をす
る際には、CTC や AWS からの提案が役立っ
たといいます。「このサービスを使えばコス
トを抑えて、目標を達成できるなど、親身に
アドバイスをいただきました。いろいろな
選択肢を吟味しながらスピード感を持って
作れたのがよかったと思います」（大内田氏）
また、バックエンド側のアプリケーション
開発を担当した DX 推進部の宮内悠樹氏は
「予知保全ではリアルタイムの推論は必要
ないため、バッチ変換ジョブによって推論
コストを削減したり、デバイスが増えた場
合も拡張できるように  AWS Systems 
Manager や Amazon DynamoDB で共通
の情報や機器固有の情報を管理しました」
と、開発における工夫を語りました。

オンプレミスに比べてコストを 97% 削減
スケーラビリティも確保

KYB では予知保全システムの構築によっ
て、今後の業務改革が期待されています。定
期メンテナンスの手間やコストをかけず、
異常の通知があったときに対処するとい
う、より生産性の高いやり方への移行です。
予知保全システムは既存システムではない
ため実績比較とはなりませんが、AWS 環境

での構築は、仮にオンプレミス環境へ同等の
仕組みを構築した場合と比較すると耐障害
性が向上し、導入／運用コストも約 97% 削
減できています。また、システム改善によって
より多くの機器やデータにも対応可能とな
るなど、スケーラビリティも確保できました。
そして、さらなる改善や新しいシステムの提
供時に低コストでスモールスタートできる
環境も整いました。「ある部署から一時的に必
要となった研究用サーバーについて DX 推進
部に相談があってもすぐに用意できるなど、
オンプレミスでは難しいことも可能になり
ました。また、AWS Lambda などのマネージ
ドサービスによって開発のハードルが低く
なり、本質的な開発に注力できます」（菊池氏）

社内向け、社外向けサービスの両方で
IoT プラットフォームの活用へ

製品・生産の 2 領域から集まった DX 推進部
のメンバーは、それぞれが各領域のテーマを
受け持ち、システム改善・開発にあたってい
ます。「集めたデータを社内の他の人たちが
活用できるよう、AI 人材の育成も進めてい
ます。今年度は企画段階から AWS に参画し
ていただき、新たにハンズオン研修を開講し
ました。今後も AWS には機械学習関連サー
ビスの充実とともに当社の教育プログラム
にご協力いただけると嬉しいです」（宮内氏）
今回の IoT プラットフォームは、社内の設
備に向けたものだけでなく、他部署と共同
で新しい製品やサービスを展開する足掛か
りにもなっています。自治体が担う道路維
持管理支援の人手不足や財政難といった負
担を軽減する『スマート道路モニタリング
システム』は国土交通省スマートシティモ
デル事業として開発中です。また、油圧機器
の状態監視を行うシステムの外部への販売
も検討しているといいます。
さらに、主力製品の開発領域で活用してい
く構想もあります。大内田氏は「ショックア
ブソーバーの新製品を開発する際、実車で
の試験をします。ここで取得したデータを
クラウドですぐに分析してその結果に基づ
き素早く改良していく仕組みの構築を検討
中です」と展望を語っています。

四輪車や二輪車のショックアブソーバー、建設機械用油圧シリンダー、コンクリートミ
キサー車などの技術や製品を提供する KYB 株式会社。同社は 2017 年頃から、IoT 
や機械学習を活用した設備の予知保全の実証実験を開始し、翌年にはクラウドネイ
ティブの予知保全システムが稼動。アマゾン ウェブ サービス（AWS）の活用により、オ
ンプレミス環境と比べて 97% ものコストを抑えた予知保全システムを構築し、製品
領域への IoT ／ AI 活用を推進しています。

ご利用中の主なサービス
●  AWS IoT Greengrass
●  Amazon API Gateway
●  Amazon Athena
●  Amazon Kinesis
●  Amazon Aurora
●  Amazon SageMaker
●  Amazon EC2
●  Amazon S3
●  AWS IoT Core
●  AWS Lambda
●  AWS Step Functions

ビジネスの課題
● デジタル活用基盤の内製化
● 工場設備の予知保全による保全業務
の負荷軽減

● 製品領域への DX 適用

AWS を選択した理由
● AWS IoT をはじめとする豊富なサービ
ス

● 開発者コミュニティの活発さ
● 日本語ドキュメントの充実度

AWS 導入後の効果と今後の展開
● インフラ導入・運用コストの 97% 削減
● 耐障害性の向上
● 高いスケーラビリティの獲得
● AI 人材の育成
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カスタマープロフィール

KYB 株式会社
● 創業：1919 年
● 設立：1948 年
● 従業員数：14,718 名（2020 年度・連
結）

● 事業内容：四輪車、二輪車用緩衝器、
油圧器、特殊車両などの製造販売
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KYB 株式会社
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宮内 悠樹 氏

APN プレミアコンサルティングパートナー

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社

CTC は、2017 年から APN パート
ナー最上位の「プレミアコンサル
ティングパートナー」の認定を取
得。同時に AWS 移行に関して優
れた実績・専門的スキルがあるこ
とを AWS が認定する「移行コンピ
テンシー」を有している。クラウド
の新規構築、および移行のための
コンサルティング、実装から運用を
ワンストップでご支援し、お客さま
のビジネスを加速させるためのク
ラウド活用を共に推進している。

KYB 株式会社
DX 推進部
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りにもなっています。自治体が担う道路維
持管理支援の人手不足や財政難といった負
担を軽減する『スマート道路モニタリング
システム』は国土交通省スマートシティモ
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KYB 株式会社　DX 推進部　大内田 俊 氏

お客様導入事例：製造業


